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2012年度OB・OGキャリア相談会・交流ゼミのご報告

新幹事の紹介・校友会からのお知らせ

2012年度総会・懇親会のご報告
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                        RiPPo事務局
 〒604-8520　京都市中京区西ノ京朱雀町1       
 TEL 075-813-8274
 Email rippo@st.ritsumei.ac. jp 
 URL http://www.ritsumei.jp/koumu/rippo01_ j.html

会長挨拶

公務研究科校友会　会長

古岡　俊平

校友会の各事業は、会員の皆様からの終身会費（10,000円）によって支えられています。
校友会活動を安定的に展開、発展させていくために、終身会費の納入にご協力ください。
　【振込先】
　　京都銀行　二条駅前支店　普通預金　1024124
　　口座名義　立命館大学公務研究科校友会　事務幹事　高見澤篤
・お振込の際、振込人氏名の前に入学年度を西暦でつけてください。（例：2007コウム　タロウ）
・振込手数料はご負担ください。
なお、納入いただいた方には記念品をお送りしております。
rippo@st.ritsumei.ac.jpまでご一報ください。

終身会費納入のお願い 終身会費の納入はインターネットでの振込が便利です。

※インターネットでの振込みには、口座を開設している銀行に「インターネットバンキング」の申込が必要です。申込は各銀行のホームページから可能です。

編集後記

新幹事のご紹介

第3回　総会・懇親会のご案内

　本格的な冬を迎え、雪もちらつく日々が続きますが、皆様お元気にお過ごしでしょうか。皆様のご協
力のもと、公務研究科校友会第3号会報を発行することができました。昨年は第2回校友会総会・懇親会、
そしてキャリア相談会と、校友会の皆様や在校生の皆様とお会いする機会もあり、学生生活を懐かしく
思うと同時に、私自身ももっと頑張ろうという気持ちになることができました。皆様にもこういった思
いを持っていただけるような“きっかけ”作りができるよう、これからも幹事一同頑張ってまいります
ので、引き続きご支援・ご協力をお願いいたします。

現住所報告のお願い現住所報告のお願い
　幹事会では、会報や総会・懇親会のご案内を会員の皆様のお手元に確実にお届けするため、現在、　幹事会では、会報や総会・懇親会のご案内を会員の皆様のお手元に確実にお届けするため、現在、
現住所確認の取り組みを進めています。現在の登録住所が現住所、帰省先の如何に関わらず、一度現住所確認の取り組みを進めています。現在の登録住所が現住所、帰省先の如何に関わらず、一度
下記宛、現住所の報告をお願いします。（お名前も忘れずに記載してください。）下記宛、現住所の報告をお願いします。（お名前も忘れずに記載してください。）
報告先：rippo@st.ritsumei.ac.jp報告先：rippo@st.ritsumei.ac.jp

2013年9月14日(土)    　第1部　第3回総会　午後3時～(予定)
　　　　　　　　 　  　　

※会場等詳細は、会報第4号でお知らせします。

第2部　懇親会　　  午後4時～

公務研究科 4期生　新村拓生　

このたび副会長として就任いたし
ました、4期生の山本です。卒業
後、京都を離れましたが縁あって
再び京都へ戻ってきました。はな
はだ微力ではございますが、校友
会の発展と母校発展に寄与するこ
とができるよう副会長職を全うし
たいと考えております。皆さまの
ご理解とご支援を心からお願い申
し上げ、就任のご挨拶とさせてい
ただきます。

1期生の長濱です。校友会の
発展のために尽力していきた
いと思っています。今後とも
よろしくお願いいたします。

幹事　長濱 将文（1期生）副会長　山本 元（4期生）
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　あけましておめでとうございます。おかげさまで昨年は無事、第2回総会を終えることができました。
心より感謝申し上げます。本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
　さて、みなさんも子どものころ「ドラえもん」に親しんだのではないでしょうか。私は今でも好きです
が、子どものころは自分のところにもドラえもんが来てくれるんじゃないかと学習机の引出しを見つめて
いたものです。目を見張るような科学技術の進歩で、ドラえもんの秘密道具に似ているものやそれを超え
るようなものまで、様々なものが実現しています。人類史上で最もエキサイティングな時代といえるでし
ょう。公務研究科においてはタイムマシンをつくることに成功しました。公務研究科校友会は過去と未来
をつなぐタイムマシンのような装置です。
　今年もご一緒に時間旅行を楽しみましょう。


